
我が国の月探査の現状

1.  国の機関による月探査プロジェクトの経緯
（黎明期から将来まで）

2.  現在の月探査・月開発のモチベーション
（動機）と主なプレイヤー（推進者）

2024年4月



国の機関による月探査計画の経緯（黎明期から将来まで）

1980 81 82 83 84 85 86 87 88 89

1990 91 92 93 94 95 96 97 98 99

2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09

2010 11 12 13 14 15 16 17 18 19

2020 21 22 23 24 25 26 27 28 29

ペネトレータ開発遅延によるLUNAR-A計画中⽌
かぐや（SELENE) ミッ
ション

ペネトレータミッション
LUNAR-A開発開始

⽉惑星探査技術実証機
ひてん（MUSES-A）ミッション

OMOTENASHI
打ち上げ・着陸 ⽉周回有⼈宇宙ステーション(Gateway)

宇宙政策⼤綱（⽉探査明記）

宇宙科学研究所にて⽉探査ミッションの検討開始（理⼯学検討グループ）、ペ
ネトレータミッションを第⼀順位として選択（他は周回衛星探査、着陸探査）

SELENE-2（着陸ミッション）
プリプロジェクト開始 SELENEから着陸実験を切り離すことになった

ため、着陸ミッションSELENE-Bの検討を開始 
SELENE-B検討は終了（計
画として不採択となる）

⽉・惑星ミッション概念研究成果報告書

SELENE-2プリプロジェクト
はミッション化せずに終了

宇宙科学研究所・宇宙開発事業団の
⽉探査周回衛星計画共同提案 SELENE開発開始

SLIM⼩型⽉探査機（着陸実験機）開発

宇宙開発事業団システム技術研究部によるH-2ロケットを⽤い
た無⼈ミッション及び有⼈⽉⾯基地の概念検討開始

建設開始予定SLIM⼩型⽉探査機

⽉極域探査ミッション(LUPEX、⽇印協働ミッション)開発

超⼩型着陸機OMOTENASHI開発

SLS初号機で打ち上げ(着陸断念)



現在の月探査・月開発のモチベーション（動機）と
主なプレイヤー（推進者）

月は地球に最も近い（他天体に比べてアクセスしやすい）大きな天体

・⽉の利⽤（商業的、政治的、社会的利⽤）：現段階ではメリットは未知だ
が、他者（他国）に遅れることなく、フロンティアとしての⽉の利⽤価値を
探査により⾒極めたい（国策、産業界）
JAXA宇宙探査イノベーションハブ JAXA国際宇宙探査センター ⽉⾯基地（清⽔建設）

⽉⾯都市構想（⼤林組） ⽉惑星協会 ムーンビレッジ研究会

・研究者の興味：すでに多くのことがわかってきたが、さらに深く知りたいと
いう研究者の飽くなき興味（惑星科学者）。⽉⾯から初めて可能となる新し
い天⽂観測への期待（天⽂学者）、⽕星などの⽉以遠の天体の探査のための
前進基地、訓練基地としての魅⼒（宇宙探査関係者）
⽉惑星探査の来る10年（惑星科学会） JAXA/ISAS固体惑星グループ 国⽴天⽂台⽉惑星探査プロジェクト

・起業のターゲット：⽉にビジネスチャンスありとすでに⾏動を起こしている
ベンチャー企業
⽉⾯開発ispace ⽉⾯探査⾞ダイモン

・新天地としての観光：新しい景観を⾒たい、訪問したい、新しい環境を経験
したい（⼀般国⺠）
クラブツーリズムの⽉旅⾏企画

https://www.ihub-tansa.jaxa.jp/
https://www.exploration.jaxa.jp/program/lunarpolar/
https://www.shimz.co.jp/topics/dream/content05/
https://www.obayashi.co.jp/kikan_obayashi/upload/img/025_IDEA.pdf
http://planetary.jp/index.html
https://www.jasma.info/moonvillagestudy/
https://www.wakusei.jp/news/announce/2010/2010-03-10/2010_08_05_introduction.pdf
https://planetb.sci.isas.jaxa.jp/
https://www.miz.nao.ac.jp/rise/
https://ispace-inc.com/jpn/
https://dymon.co.jp/
https://clublog.club-t.com/_ct/17210952

